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Adenosine deaminase（ADA）はプリン代謝酵素で、2 種類のアイソザイム（ADA1、ADA2）が存在しています。

しかし、両アイソザイムが存在するのは哺乳類ではヒトと有袋類のみで、他は鳥類などだけです。ヒトにおいて、

赤血球中で ADA1 活性が低下すると、重篤な複合免疫不全の原因になります（ADA 欠損症）。一方、ADA2
はヒト血漿中 ADA の 70% を占め、慢性肝炎や肝硬変などでは血漿中 ADA2 活性が上昇することが明らかと

なっています。 
本抗体は、ニワトリ ADA2 の部分ペプチドを抗原として作製しました。ウエスタンブロッティングに使用可能で

す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究用試薬

抗ニワトリ Adenosine deaminase 2 ポリクローナル抗体 

 

容量 25µg（100µL/vial） 
形状 ウサギポリクローナル抗体 0.25mg/mL、凍結品 
バッファー PBS [2%ブロックエース（安定化蛋白）、0.1%proclin 含有] 
保管方法 －20℃以下 

抗体を低濃度にて冷蔵保管されますと、失活する恐れがあります。 
融解後は 4℃で保存し、お早めにご使用下さい。 
また凍結融解を繰り返すことは避けて下さい。 

製造方法 ニワトリ ADA2 の部分ペプチドを免疫して得られたウサギの抗血清より、ペプチドア
フィニティーカラムにて精製。 

使用濃度  ウェスタンブロッティング：5µg/mL 

ウエスタンブロッティング 
 
Sample ： ニワトリ肝臓より精製した ADA2 

 

提供 ： 北海道薬科大学 

病態生化学研究室 

       渡辺 泰裕 先生 

       江川 祥子 先生 
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